
 　　　　　　　　　　　

令和8年2月議会のご報告
 　令和8年2月議会は、2月19日に開会し、3月25日までの35日間にわたって行われました。

　 今回の議会では、令和8年度当初予算案の審査が大きな柱となり、北九州市がこれからどこに力を入れて

いくのか、その方向性が示され、一般会計予算案は6,477億円で過去最大規模となり、今の暮らしを支える

施策と、未来への投資の両立が問われる議会となりました。私は一般質疑で、「地域防災能力の向上」と

「アーバンスポーツの聖地化」の2つを取り上げ、市民生活に身近な課題と、北九州の新しい可能性の両面

から議論を行いました。

　・北九州市は今後、災害にどのように備えるのか。　　

　・子どもから高齢者まで、誰もが安心して暮らせる地域をどうつくるのか。

　・若い世代の挑戦や、まちのにぎわいをどう広げていくのか。

　こうしたテーマは、一見すると別々の話に見えるかもしれませんが、どれも北九州のこれからを考える

うえで欠かすことのできない大切な課題です。私は、「現場」で見て、聞いて、感じたことを、議会の場

での提案や質問し皆さんの生活に繋げることを何より大切にしています。机の上の資料だけでは見えない

こと、数字だけでは伝わらないこと、現場・地域に足を運んではじめて見えてくる課題や可能性がありま

す。だからこそ今回も、“いま必要なこと”と“これから育てていくべきこと”の両方を意識しながら議会に

臨みました。防災は、いざという時に命と暮らしを守るための土台です。一方で、若い世代の挑戦を応援

し、北九州の魅力や活気につなげていくことも、このまちの未来にとってとても重要です。　今の安心、

これからの希望と、その両方をどのように形にしていくのかが、今回の議会全体を通じた大きなテーマだ

ったと感じています。このレポートでは、新年度予算のポイント、一般質問で取り上げた内容、そして12月

議会後から2月議会までの主な活動について、できるだけわかりやすくご報告します。議会で何が話し合わ

れ、私がどんな思いで質問し、どんな課題意識を持って取り組んできたのかを、少しでも身近に感じてい

ただければうれしく思います。市政は遠いものではなく、毎日の暮らしの延長線上にあります。これから

も現場の声を大切にしながら、「会える市議会議員」として、北九州市の皆さんと今と未来を一緒に考え

ていきたいと思います。
　　

【この号の見どころ】

・過去最大となった令和8年度予算のポイント

・一般質疑「地域防災能力の向上」

　一般質疑「アーバンスポーツの聖地化」

・12月議会後から2月議会までの現場活動

・部活動の地域展開に関する勉強会の取り組み

・5月30日に開催する市政報告会のお知らせ

　を掲載しています。議会を少しでも身近に感じていただけると幸いです。
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【子育て・教育への支援】
　今回の予算では、子育てや教育の分野にも大き

な力が入れられています。学びの質向上パッケー

ジでは、小学校給食費の無償化、AIを活用した学

び、読書環境の整備、学校体育館へのエアコン設

置の本格化などが盛り込まれました。また、第2子

以降の保育料完全無償化や5歳児健診モデル事業な

ど、子どもの成長を支える施策も新たに打ち出さ

れています。子どもたちが安心して学び、保護者

が将来に希望を持てる環境をどう整えるかは、北

九州の未来そのものに関わるテーマです。私は、

子育て支援は単なる“負担軽減”にとどまらず、子

どもたちが夢を持って育ち、保護者がこのまちで

暮らし続けたいと思える環境づくりにつながるも

のだと考えています。子どもを真ん中に据えた施

策が、実際に家庭の安心や地域の元気につながる

のかを、これからも丁寧に見ていきます。

　　　　　　【 令和8年度予算はどう編成されたのか】
　　　 　　　令和8年度当初予算案のテーマは、「成長加速予算〜3つの『あつまる』と『地域の力』で〜」　

　　　　です。一般会計は6,477億円で、前年度より42億円増え、過去最大の規模となりました。市は、これ

まで動き出してきた「人」「投資」「経験」の流れを

さらに加速させ、北九州の成長の勢いを市民が実感

できる段階へつなげていく考えを示しています。一方で

福祉・医療関係経費の増加、人件費の上昇、公債費の

伸び、物価高の影響など、財政を押し上げる要因も

大きくなっています。私は、こうした数字の背景にある

のは、市民の暮らしを支える責任の重さだと受け止めて

います。今の暮らしを守るために必要な支えを確保しな

がら、未来への投資も止めない。その両方をどう両立

するかが、今回の予算を読み解くうえで最も大切な

ポイントだと考えています。

【まちの魅力と成長への投資】
　新年度予算では、空港機能の強化や観光振興、企業

投資を呼び込むための施策にも重点が置かれていま

す。北九州空港の利用促進や物流拠点化、小倉・黒崎

など都心部の価値向上、観光地の受入環境の充実など

が位置づけられており、「行ってみたい」「住んでみ

たい」「働いてみたい」と思ってもらえる“まち”をど

うつくるかが問われています。私は、成長とは単に数

字を伸ばすことではなく、市民の皆さんが“このまち

に前向きな変化が出てきた”と実感できることだと思

っています。空港、観光、企業誘致、都心部のにぎわ

いづくりを、それぞれ単独で進めるのではなく、北九

州全体の魅力を高める流れとしてどうつなげていく

か？その成果が、雇用や交流、地域のにぎわいとして

市民生活に返ってくるのかを、しっかり見ていきたい

と思います。

〜新年度予算から見える北九州のこれから〜



◎アーバンスポーツの聖地化について
　二つ目の質問項目として、「アーバンスポーツの聖

地化について」も取り上げました。アーバンスポーツ

は、若い世代の挑戦の場であると同時に、北九州の新

しい魅力づくりにもつながる可能性を持っています。

単発のイベントで終わらせるのではなく、継続的に大

会や催しが行われるための仕組みづくり、安全対策、

民間との連携、関係部局の体制について議会で質しま

した。大切なのは、競技そのものだけではなく、見る

人、支える人、地域の皆さんが一緒に関われる形に広

げていくことです。若者の挑戦がまちのにぎわいにつ

ながり、その熱量が北九州の

新しい魅力になる。私は、そんな

前向きな循環をこのまちでつくっ

ていきたいと思っています。

名古屋での視察で感じた可能性も

踏まえながら、北九州らしい

官民連携したアーバンスポーツの育て方を、

　　　　　　　　　　　　　　　これからも具体的に

　　　　　　　　　　　　　　　提案していきます。

◎地域防災能力の向上について
　今回の一般質疑では、「地域防災能力の向上につい

て」を取り上げました。災害は

いつ、どこで起こるか分かりま

せん。だからこそ、発災してか

ら対応するのではなく、平時か

ら備えを積み重ねることが重要

　　　　　　　　　　　です。私は、避難所運営のあ　　

　　　　　　　　　　　り方、防災士などの地域人材

　　　　　　　　　　　の連携、要配慮者支援、地域

　　　　　　　　　　　で支え合う体制づくりなど、

　　　　　　　　　　　実際に役立つ防災の仕組みを

“どうつくるか”という視点で質問しました。行政だけに

 任せるのではなく、地域、事業 者、市民がそれぞれの

役割を持ち、いざという時に動ける体制を整えていく

必要があります。輪島市での現地確認や防災リーダー

合同研修を通じて強く感じたのは、災害時に本当に力

になるのは、日頃からのつながりと準備

だということです。防災は、特別な時

だけ考えるものではなく、普段の地域

づくりの延長線上にある。私はその思い

で、地域防災力の底上げを議会で訴え

ました。今年度は防災士の資格を取りたいと考えてい

ます。

　 昨 年 の 9 月 か ら 部 活 動 の 地 域 展 開 が 部 分 的 に 始 ま り ま し た 。 皆 様 か ら は 「 部 活 は 無 く な る

の?」という声を多くいただきます。教育委員会も「令和9年の9月から土日祝日の部活動の地域

展開は行う。平日の部活動は継続する。」と言っていますが皆様にきちんと伝わっていないの

が現状です。中学校部活動の地域展開は、教員の負担軽減という視点だけ

でなく、子どもたちの活動の場や成長の機会をどう守っていくのかという

大切な課題です。私はこのテーマを、北九州の将来に関わる重要な議題の

一つとして捉え、議会内で勉強会を発起人として始めました。ありがたい

ことに、北九州市議会57名のうち51名の議員が参加の意思を表明してくだ

　　　　　　　　　　　さり、会派を超えて学び合う流れが生まれています。子どもたちが

　　　　　　　　　　　安心してスポーツや文化活動に取り組める環境をどう整えるのか。

　　　　　　　　　　　地域、学校、行政が連携しながら、北九州市に合った持続可能な仕組

　　　　　　　　　　　みをつくっていくことが大切です。子どもたちの居場所

　　　　　　　　　　　や挑戦の機会を守ることは、地域の未来を守ることで

　　　　　　　　　　　もあります。このテーマについて、議会全体で正しい

知識を身につけ、共通の課題感を持った時にこそ、子どもたちや先生方の想いを

のせることができるのではないかと思っています。

【部活動の地域展開に関する勉強会】

【議会で取り上げた2つのテーマ】
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　　防災・安全について学び、備える
    12月末に輪島市で被災地支援活動と

現地確認を行い、災害時に本当に必要な

支えを改めて考える機会となりました。

1月には防災リーダー合同研修にも参加

し、地域の防災力を高めるには、平時か

　　　　　　　ら顔の見える関係を築くことが大切だ

　　　　　　　と学びました。現場で得た気づきを、

　　　　　　　防災や安全安心のまちづくりに生かし

　　　　　　　ていきます。

　

　交通・移動の課題を現場で確認
　

　1月15日に北九州空港機能強化・利用促進等調査特別

委員会で北九州空港を視察し、1月24日には福祉有償運

送運転協力者研修を受講しました。

空港の機能強化は北九州市の成長に

欠かせず、一方で通院や買い物など

日々の移動を支える仕組みも重要で

す。

広域交通と生活交通の両面から、交

通の課題を見つめていきます。

　　

　　地域の声、若者の挑戦の場へ
　各地域の餅つきやバッゴー大会などに参加し、日々

の暮らしの中にある声を伺ってきました。また、自転

車競技チーム「北九州Duckbills」の練習課題の確認

や、名古屋での1on1大会視察を通じて、若者やスポー

　　　　　　　　　ツの現場にも触れてきました。

　　　　　　　　　地域のつながりも若い世代の挑戦

　　　　　　　　　も、どちらも北九州の大切な力で

　　　　　　　　　す。現場の熱量を、市政の後押し

　　　　　　　　　につなげていきます。

　　

　　福祉・共生を身近に考える
　ウェル戸畑を訪れ、視覚障害の体験研修を

行いました。また、2月23日には「GUCHIだけ

　　　　　　　では終わらせない！フェス」

　　　　　　　を視察し、生理痛体験も行い

　　　　　　　ました。実際に体験することで、言葉

　　　　　　　だけでは分からない不便さや配慮の

　　　　　　　必要性を改めて感じました。これから　　

　　　　　　　も相手の立場を知ることを大切にし、

　　　　　　　誰も取り残されない北九州を目指して　　

　　　　　　　取り組みます。

　　　　　　　　

　　　　　　市政報告会を開催します‼︎
　　　　　　　　　　令和8年2月議会の内容や、今年度予算のポイント、一般質問で取り上げた防災やアーバン

　　　　　　　　　スポーツについて、皆さまにわかりやすくお伝えする市政報告会を開催します。
　　　　　　　

　　　　　　　とき　　5月30日(土) 15:00〜16:30

　　　　　　　ところ　清水市民センター大会議室

　　　　◎議会で何が話し合われたのか？

　　　　◎予算が暮らしにどう関わるのか？

　　　　◎現場でどんな声を聞き、何を議会につないできたのか？

　身近な言葉で、率直にお話ししたいと思っています。

    議会をもっと身近に感じていただく機会になればと思いますので、ぜひお気軽にお越しください。

会える!!

市議会議員に

〒803-0841 北九州市小倉北区清水3丁目10-17-101(メゾンドアルタス清水)
✉️ daisukeyamada0728@gmail.com

　本号も最後までお読みいただき、ありがとうございます。市政の課題は、現場に

出ることでよりはっきり見えてきます。防災、交通、福祉、子どもや若者の挑戦の

場づくりなど、どのテーマも日々の暮らしの延長線上にあります。これからも、一

つひとつの声に耳を傾けながら、市民の皆さんの暮らしに身近な課題を丁寧に議会

へ届けてまいります。すぐに変えられることは着実に前へ。時間のかかる課題は粘

り強く。その積み重ねを大切にしながら、これからも北九州の今と未来を、皆さん

と一緒に考えていきたいと思います。
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